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太子町舗装修繕計画 

 

１．舗装修繕計画策定の目的 

太子町が管理する道路延長は、約１９７．６９Km であり、町内の経済活動や町民の   

生活を支える重要な役割を担っている。そのため道路舗装は、道路の利用者の利便性や  

快適性、安全性などを維持するために重要な役割を有している。 

   しかし、管理道路全ての舗装を常に高い水準で維持してくためには、多くの費用と 

労力を必要とすることから、舗装修繕計画（以下「本計画」という）を策定すること 

で、これまでの対症療法型の整備から、計画的な整備への転換をはかり、管理道路の 

サービス水準を維持することを目的とする。 

 

 

２．長寿命化修繕計画の対象路線（対象施設） 

  令和７年度に作成する修繕計画の対象は、令和６年度に定期点検（路面性状調査）を

実施した、２６区間、２９．０６km とする。 

 

 

 

 

 

 

 ※1 対象路線において上下線の区分けを行っているため、上下線の延長を計上している 

２．損傷状況 

  対象路線の健全性の診断区分状況としては、補修が必要とされるⅡ以下の区分は、３

０.４％である。その内訳は、診断区分Ⅱが２７.７％、Ⅲ－１が０.４％、Ⅲ－２が２.3％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 健全性の診断区分状況 》 

区分

1 区分 Ⅰ

2 区分 Ⅱ

3 区分 Ⅲ-1

4 区分 Ⅲ-2

健全性診断区分

※1 

※1 



太子町舗装修繕計画 

 

①路線別健全度分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区  分 状  態 

Ⅰ 健全 損傷レベル小：管理基準に照らし、劣化の程度が小さ

く、舗装表面が健全な状態である。 

Ⅱ 表層機能保持段階 損傷レベル中：管理基準に照らし、劣化の程度が中程

度である。 

Ⅲ 

 

 

修繕段階 損傷レベル大：管理基準に照らし、それを超過してい

る又は早期の超過が予見される状態である。 

 

Ⅲ－１表層等修繕 表層の供用年数が使用目標年数を超える場合（路盤以

下の層が健全であると想定される場合） 

Ⅲ－２路盤打換等 表層の供用年数が使用目標年数未満である場合（路盤

以下の層が損傷していると想定される場合） 
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４．管理理念 

   太子町は、以下の基本理念や基本方針等に基づき本計画を策定し、適切な道路舗装 

の管理を行うものとする。 

  （１）基本理念 

安心して暮らせるまちづくりに向けた 

道路施設の維持管理を目指して 

  （２）基本方針 

     ①点検や補修対策を適切に実施するとともに、状況に応じた速やかな緊急対策

を行い、道路の安全性を確保する。 

     ②計画的な修繕を行うことで、維持管理の効率化を図り、ライフサイクルコスト

の縮減を図る。 

     ③PDCA サイクルを構築し、より安全で、効率的な維持管理を行う。 

 

  （３）実施方針 

     ①継続的な点検の実施 

     ②速やかな緊急対策の実施 

③計画的な補修対策の実施 

     ④データベース整備による施設管理データの蓄積 

     ⑤舗装修繕計画による事業の実施と見直し 

     ⑥新たな知見を踏まえた継続的な改善 
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点検種別 頻　　度 内　　　　容

日常点検 １度以上／週
原則として道路パトロールを行う際に併せて
実施する目視点検をいう。

定期点検
（路面性状調査）

1度程度／5年
舗装の異常及び損傷の程度を十分に把握する
ために、定期的に実施する点検をいう

臨時点検 異常時（随時）
日常点検により異常が発見された場合に実施
する点検、集中豪雨、地震及び事故等が発生
した場合に実施する点検及び補修をいう。

緊急点検 緊急時（随時）
第三者被害の恐れのあるもの等について必要
に応じて行う点検をいう。

定
期
的

臨
時
的

５． 管理水準の設定 

    太子町の道路舗装の管理水準の設定については、管理水準Ａから管理水準Ｄまで

の４段階に設定するものとする。 

  ＜管理水準と管理値＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．点検体制 

点検は目的や内容に応じて以下のとおり区分し実施する。 

 （１）日常点検 

     道路パトロールを行う際に実施する。 

  （２）定期点検 

     路面性状調査は、5 年に１度程度実施する。 

  （３）臨時点検 

     異常時等、必要に応じて実施する。 

  （４）緊急点検 

     緊急時、必要に応じて実施する 

 ＜点検種別・頻度・内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理水準

ＭＣＩ値

4.0≦MCI

3.5≦MCI＜4.0

3.0≦MCI＜3.5

2.5≦MCI＜3.0

2.0≦MCI＜2.5

MCI＜2.0 管理限界域

管理水準Ａ
ﾈｯﾄﾜｰｸ幹線

管理水準Ｂ
地域幹線

管理水準Ｃ
主要道路

管理水準Ｄ
生活道路

補修対策域

日常管理域

↓ 管理水準ライン

↓ 管理水準限界ライン

↓ A下限値

↓ B下限値

↓ C下限値

↓ D下限値
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７．対策内容と優先順位の考え方 

（１）補修の優先順位 

太子町における道路舗装の維持管理にあたっては、設定した管理水準を維持す

ることで、安全・快適な道路ネットワークを維持するとともに、計画的かつ効率

的な修繕を実施することで、維持管理費の縮減を図る必要がある。 

そのためには、管理水準や損傷状況等を総合的に判断した上で、優先順位を決

定する必要がある。これらのことから、太子町における道路舗装補修の優先順位

の考え方は以下のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１ 補修の優先順位 

なお、健全性の診断区分について、ＭＣＩ値を基に設定していることから、 

    健全性の判定区分を基にした優先順位としては、「Ⅲ」→「Ⅱ-2」→「Ⅱ-1」と

いう優先順位となる。 

① 第１位 

管理水準の限界値（MCI=2.0 未満）以下箇所 

  ・管理水準の限界値を下回っている箇所については、損傷が著しく、安全な 

交通の確保に支障をきたしている可能性があることから最優先とする。 

② 第２位 

  維持管理指数（MIC 値）が低い箇所 

  ・安全・快適な交通ネットワークを維持するため、損傷が著しい箇所を優先 

的に補修する。 

③ 第３位 

  維持管理指数（MIC 値）が低い路線（区間） 

  ・維持管理指数（MCI 値）が同じ値の場合は、該当路線（区間）の維持管 

理指数（MCI 値）が低い路線（区間）を優先することで、路線（区間）全 

体の健全性を高める。 

④ 第４位 

  管理水準ラインからの下落が大きい箇所 

  ・第３位までが同じ場合は、該当路線の管理水準ラインからの下落が大きい 

箇所を優先する。 

《 優先順位の考え方 》 
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（２）管理水準と補修対策 

    太子町の道路舗装を維持管理するにあたり、第５章２の管理水準の設定にもと 

づき、管理水準ＡからＤの４段階の管理水準の設定を行った。 

補修対策については、各管理水準における維持管理シナリオに基づき、補修工法

を設定するものする。 

               表 7-1 管理水準と補修対策 

管理水準 管理値 補修範囲 対  策 

①管理水準Ａ 4.0 以上 3.5≦MCI＜4.0 シール工 

②管理水準Ｂ 3.5 以上 3.0≦MCI＜3.5 切削オーバレイ 

③管理水準Ｃ 3.0 以上 2.5≦MCI＜3.0 切削オーバレイ 

④管理水準Ｄ 2.5 以上 2.0≦MCI＜2.5 打替え工 

限界値以下  MCI＜2.0 大規模補修 

 

図 7-1 管理水準と補修対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．計画期間 

  舗装の維持管理を安全にかつ効率的に実施するためには、舗装の点検時期や補修対 

 策時期を定めた中期的な維持管理計画を策定し、計画的に実施していくことが必要で 

ある。最適な予算計画の検証にあたっては、太子町において実施可能な予算により検 

討することはもとより、設定した予算で実施した場合に健全な状態が維持できる計画 

とする必要があることから、１０年間を計画期間として設定する。 

 なお、点検の結果により、優先すべき箇所が発生した場合には、適宜計画を見直す 

ものとする。 

 

管理水準

ＭＣＩ値

4.0≦MCI

3.5≦MCI＜4.0

3.0≦MCI＜3.5

2.5≦MCI＜3.0

2.0≦MCI＜2.5

MCI＜2.0

管理水準Ｂ 管理水準Ｄ管理水準Ｃ管理水準Ａ

管理限界域

↓ 管理水準ライン

日常管理域

↓ 管理水準ライン

シール工
↓ A下限値

↓ B下限値

↓ C下限値

↓ D下限値

切削オーバーレイ工

打換え工

大規模修繕工

補修対策域
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８．対策内容と実施時期 

   対策内容については、測定地点の MCI の値をもとに対策内容に応じた費用を計上し、

実施時期については、優先順位の考え方に基づいて決定する。 

   「別紙１のとおり」 

 

９．長寿命化修繕計画による効果 

   これまでの対処療法的な修繕から、長寿命化修繕計画に基づいた計画的な修繕を実

施することで、今後１００年間で約 67％のコスト縮減が見込まれる。 

   また、予算の年度計画においても、これまでの対処療法的な対応では、莫大な費用が

集中して必要となるのに対し、長寿命化修繕計画に基づいた計画的な対応を行うこと

で、平準化され計画的な予算執行が可能となる。 
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①別紙１：路線別・年度別事業費一覧表 
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○ M C I 値 分 布 図（1/2） 
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○ M C I 値 分 布 図（2/2） 

 


